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「請求書や廃棄証明書の電子化によって活用が進むeシール」
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今後の取組提案」
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0．自己紹介



PRI
会社案内

合同会社ＰＰＡＰ総研（法人番号：5010003033116）

 【支援内容】
◆電子契約、EDI、ERP、電子インボイス、電帳法対応
◆脱PPAPによる業務効率化
◆メールおよびＷebサイトなりすまし対策
◆プライバシーマーク、ISMS、

JIPDECトラステッド・サービス登録等の取得

Copyright (c) 2023 PRI  All Rights Reserved. 4



PRI
プロフィール

 三菱電機→JIP→JIPDEC→PPAP総研
営業/マーケティング/コンサル
営業現場で紙とハンコの山と格闘
電子契約、電子署名、メールのなりすまし対策
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なんちゃってＤＸ三兄弟
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PRI
長男
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Ｐasswordつきzip暗号化ファイルを送ります

Ｐasswordを送ります

A ん号化

Ｐrotocol
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次男
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※出典：上原哲太郎
「PPAPを何とかしたいのだがPHSも何とかしたい」
https://www.slideshare.net/tetsutalow/ppapphspdf

https://www.slideshare.net/tetsutalow/ppapphspdf
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三男
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※出典：twitter
https://twitter.com/konotarogomame/status/793699820712054784

https://twitter.com/konotarogomame/status/793699820712054784
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改正電帳法とは
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※出典：日経クロステックActiveまとめ
https://active.nikkeibp.co.jp/atcl/act/19/00217/010600087/

https://active.nikkeibp.co.jp/atcl/act/19/00217/010600087/
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インボイス制度対応とは
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※出典：日経クロステックActiveまとめ
https://active.nikkeibp.co.jp/atcl/act/19/00217/032500106/

https://active.nikkeibp.co.jp/atcl/act/19/00217/032500106/
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電子インボイス推進会議（facebook）
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PRI
CA（認証局）ラウンジ（facebook）
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１．事例紹介1) 
「請求書や廃棄証明書の電子化によって活用が進むeシール」

電子帳簿保存法、インボイス制度などの法改正や施行をはじ
め、各種取引情報や証書・証明書の電子化が進んでいます。
電子化にあたり、タイムスタンプの付与のみならず、請求書
や各種証明書に発行元を証明するためにeシール（デジタル署
名）を付与する事例も増えています。本セッションでは、そ
れらの活用事例についてご紹介します。

サイバートラスト株式会社
マーケティング本部 プロダクトマーケティング部

担当部長 田上 利博 氏
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２．事例紹介2)
 「『日本版eシール』の社会実装に向けた実証実験結果と、
今後の取組提案」

株式会社帝国データバンクは2022年4月から約1年3カ月にわ
たり「日本版eシール」の社会実装に向けた実証実験を参加
組織と共に取り組みました。実業務で想定されるデジタル文
書の受け渡しに「日本版eシール」を付与し、有用性を検証
のみならず課題の抽出を行い、最終報告書として公表しまし
た。当該報告書をもとに、ご紹介します。

株式会社帝国データバンク
プロダクトデザイン部ネットソリューション課

副課長 小田嶋 昭浩 氏
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３．パネルディスカッション
 「eシールの今 〜電帳法＆インボイス時代に向けて〜」
（質疑応答を含む）

「eシール」は、「法人の電子署名」という意味では、事
例発表の中でもご紹介するとおり、すでにさまざまな場面
で使われています。特に、今後重要となる電子帳簿保存法
対象の文書やインボイスでの活用が期待されます。各事例
を掘り下げつつ、今後eシールが普及していく見通しにつ
いて議論します。また、その中でのJIPDECが担うべき役割
に対する期待についてもお伺いします。



PRI
7/20 JIPDECセミナー
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電子帳簿保存法改正とインボイス制度開始 
～企業の対応と電子化のポイント～

2023年7月20日(木)15:00～17:00

→終了しましたが、レポートおよび動画公開しま
すので、お待ちください



PRI
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https://www.jipdec.or.jp/library/itreport/2023itreport_spring.html

https://www.jipdec.or.jp/library/itreport/2023itreport_spring.html
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2023年調査の概要
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実査期間：2023年１月19日～20日
調査方式：ITR独自パネルを利用したWebアン
ケート
調査対象：従業員数２人以上の国内企業に勤務
し、情報システム、経営企画、総務・人事、業
務改革系部門のいずれかに所属し、IT戦略策定
または情報セキュリティ従事者で、係長相当職
以上の役職者約17,000人
有効回答数：1,022件（１社１人）
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2024年度調査に向けて
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eシールについてもアンケートを取りたい

アンケート項目をお寄せください
→ZOOMのQ&Aか、CA（認証局）ラウンジにて



PRI
今、お伺いします
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7/20のJIPDECセミナーは参加されましたか？

eシールという言葉はご存知ですか？

eシールは請求書などに押印する印鑑と同様に、電子
請求書で活用されることが想定されていますが、利用
してみたいですか？

実証の場があれば、参加してみようと思われますか？ 
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事前にいただいた質問１
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利用シーン例をたくさん知りたいで
す
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事前にいただいた質問２
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eシールの利用ケース、普及の現状と
課題は知りたいポイントとなります。
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事前にいただいた質問３
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eシールの目的は何。
・利点、欠点は？
・法人番号との関係は？
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事前にいただいた質問４
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eシールの相手側への説明について
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事前にいただいた質問５
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eシールの利用ケース、普及の現状と
課題は知りたいポイントとなります。
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事前にいただいた質問６
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「eシール」は「法人の電子署名」と
説明がありますが、署名であるなら
ば法人の契約に使えるべきかと思わ
れます。法人名のみの電子証明書で
の電子契約を結んだ際、その締結の
有効性について、詳しく意見を聞き
たい。
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事前にいただいた質問７
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電帳法＆インボイス制度についての
動向を知りたいと思います。どうぞ
宜しくお願い致します。
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事前にいただいた質問８
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Open Peppolでは、eシールを採用
していないとのこと。
従って、デジタル庁のデジタルイン
ボイス＝JP PINTもeシールには関わ
らないといいます。
ここをどう巻き込んで行くか？
今後の展開に関心をもっています。
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当日いただいた質問
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TBD
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最後にお伺いします
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サイバートラスト様に期待すること

帝国データバンク様に期待すること

JIPDECに期待すること

利用者へのメッセージ
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